
〔第552号〕　　　　　　　ていけんニュース　　　　　令和5年9 ・ 10月

【
本
部
行
事
】

的
月
6
日
(
金
)
　
1
 
0
月
役
員
会
・
講
演
会

【
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
行
事
】

9
月
1
 
3
日
(
水
)
　
「
神
奈
川
苑
」
　
　
　
書
道
慰
問

1
 
0
月
4
日
(
水
)
　
「
ニ
ュ
ー
バ
ー
ド
獅
子
ヶ
谷
」

囲
碁
・
ぬ
り
絵
慰
問

1
 
0
月
u
日
(
水
)
　
「
神
奈
川
苑
」

【
ク
ラ
ブ
行
事
】

書
道
慰
問

●
9
月

8
日
(
金
)

9
日
(
土
)

関
目
(
日
)

n
日
(
月
)

1
2
日
(
火
)

1
4
日
(
木
)

1
7
日
(
日
)

1
9
日
(
火
)

2
6
日
(
火
)

2
8
日
(
木
)

●
1
0
月

8
日
(
日
)

9
日
(
月
)

1
 
0
日
(
火
)

1
 
2
日
(
木
)

1
3
日
(
金
)

1
 
4
日
(
土
)

1
7
日
(
火
)

2
2
日
(
日
)

2
4
日
(
火
)

2
6
日
(
木
)

俳
句
会

将
棋
同
好
会

園
芸
ク
ラ
ブ
　
(
ク
ラ
ブ
交
流
行
事
)

カ
ラ
オ
ケ
同
好
会

T
G
会

囲
碁
同
好
会

お
お
と
り
会

ボ
ウ
リ
ン
グ
同
好
会
(
ク
ラ
ブ
交
流
行
事
)

ハ
イ
キ
ン
グ
ク
ラ
ブ

グ
ル
メ
ク
ラ
ブ

園
芸
ク
ラ
ブ

カ
ラ
オ
ケ
同
好
会

T
G
会

囲
碁
同
好
会

俳
句
会

将
棋
同
好
会

ボ
ウ
リ
ン
グ
同
好
会

お
お
と
り
会

ハ
イ
キ
ン
グ
ク
ラ
ブ

グ
ル
メ
ク
ラ
ブ

◎
1
 
0
月
役
員
会
・
講
演
会

と
　
き
　
1
 
0
月
6
日
(
金
)
1
 
3
時
~
1
 
5
時
　
役
貴
会

1
0
月
6
日
(
金
)
1
 
5
時
~
1
 
7
時
　
講
演
会

と
こ
ろ
　
か
な
が
わ
県
民
セ
ン
タ
ー
　
6
0
4
室

◎
8
月
役
員
会
報
告

●
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動

・
神
奈
川
苑
か
ら
要
請
あ
り
7
月
か
ら
再
開
し
た
。

・
け
や
き
荘
か
ら
再
開
の
要
請
が
あ
っ
た
が
、
従
事

者
が
い
な
い
の
で
中
止
と
し
た
。

・
ニ
ュ
ー
バ
ー
ド
獅
子
ヶ
谷
は
的
月
4
日
(
水
)
か

ら
再
開
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。

・
天
神
ホ
ー
ム
は
、
従
事
者
の
体
調
不
良
で
中
止
と

した。

●
ク
ラ
ブ
交
流
行
事
の
実
施

・
9
月
1
 
0
日
(
日
)
~
廿
日
(
月
)
　
「
一
泊
旅
行
」

園
芸
ク
ラ
ブ
担
当
　
別
項
参
照

・
9
月
1
 
9
日
(
火
)
「
ボ
ウ
リ
ン
グ
大
会
」

ボ
ウ
リ
ン
グ
同
好
会
担
当
　
別
項
参
照

・
1
 
2
月
の
「
園
芸
講
座
と
寄
せ
植
え
の
実
習
」
を
園

芸
ク
ラ
ブ
担
当
で
実
施
す
る
。
詳
細
は
別
項
参
照

●
広
報
部
連
絡
事
項

・
9
・
的
月
号
ニ
ュ
ー
ス
発
送
日
　
8
月
2
 
3
日
(
水
)

・
u
・
1
 
2
月
号
ニ
ュ
ー
ス
原
稿
　
　
9
月
0
0
日
〆
切

・
会
員
の
ひ
ろ
ば

n
・
1
2
月
号
　
ボ
ウ
リ
ン
グ
同
好
会
　
9
月
0
0
日
〆
切

1
・
2
月
号
　
囲
碁
同
好
会
　
　
n
月
0
0
日
〆
切

●
会
計
部
報
告
　
年
会
費
・
寄
付
金
納
入
状
況
報
告

年
会
費
の
未
納
者
6
名
　
早
め
に
ご
入
金
下
さ
い
。

●
事
務
局
報
告

・
講
演
会
　
1
 
0
月
6
日
(
金
)
　
詳
細
別
項
参
照

・
施
設
見
学
会
　
H
月
3
日
(
金
)
　
1
 
3
時
~

「
神
奈
川
県
立
博
物
館
」
を
見
学
し
ま
す
。

・
座
談
会
　
1
 
2
月
1
日
(
金
)
1
 
5
時
~
1
 
7
時
で
実
施
。

テ
ー
マ
　
「
5
0
周
年
記
念
行
事
反
省
」
・
他

・
チ
ラ
シ
　
連
絡
先
等
の
修
正
後
増
刷
す
る
。

◎
会
員
の
異
動

入
会
者
〔
1
2
6
7
〕
押
山
武
雄
　
お
お
と
り
会

紹
介
者
〔
1
1
5
5
〕
　
田
代
啓
子

入
会
者
〔
1
2
6
8
〕
寺
田
達
也
　
T
G
会

紹
介
者
〔
1
0
0
1
〕
森
川
吉
彦

紹
介
者
(
1
1
3
9
)
米
田
括
己

入
会
者
〔
1
2
6
9
〕
尾
下
俊
行
　
グ
ル
メ
・
他

紹
介
者
　
チ
ラ
シ
に
よ
る

入
会
者
〔
1
2
7
0
〕
猪
俣
隆
子
　
グ
ル
メ

紹
介
者
〔
0
9
4
0
〕
永
井
正
敏

会
員
総
数
　
(
8
月
1
日
現
在
)
　
1
1
1
名

(
内
訳
　
男
性
6
8
名
、
女
性
4
3
名
)

一
般
会
員
0
0
名
(
夫
婦
会
員
2
組
)
、

デ
ジ
タ
ル
会
員
5
1
名
(
夫
婦
会
員
3
組
)

(
事
務
局
)

◎
1
 
0
月
講
演
会

と
　
き
　
1
 
0
月
6
目
(
金
)
1
5
時
~
1
 
7
時

場
　
所
　
か
な
が
わ
県
民
セ
ン
タ
ー
　
6
0
4
号
室

演
　
題
　
「
遺
言
と
相
続
の
実
際
」

講
　
師
　
行
政
書
士
　
清
水
良
治
氏

参
加
費
　
無
料

コ
メ
ン
ト
　
遺
言
と
相
続
の
実
際
に
つ
い
て
、
実
例

を
踏
ま
え
て
の
お
話
で
す
。

世
話
人
　
事
務
局

◎
ク
ラ
ブ
交
流
行
事

「
一
泊
旅
行
」
園
芸
ク
ラ
ブ
　
(
第
5
4
5
回
)

と
　
き
　
9
月
1
 
0
日
(
日
)
~
1
 
1
日
(
月
)

集
　
合
　
J
R
湯
河
原
駅
改
札
口
　
1
 
4
時
3
0
分

(
時
間
厳
守
)

と
こ
ろ
　
湯
河
原
温
泉
「
ニ
ュ
ー
ウ
エ
ル
シ
テ
ィ
湯

河
原
」
　
(
送
迎
あ
り
)

魯
0
4
6
5
　
(
6
3
)
　
3
7
2
1

湯
河
原
駅
~
路
線
バ
ス
理
想
郷
下
車
1
分

参
加
費
　
1
5
、
0
0
0
円
　
当
日
帰
ら
れ
る
方
は

参
加
費
の
0
0
%
(
1
1
、
0
0
0
円
)

コ
メ
ン
ト
　
ニ
ュ
ー
ス
7
・
8
月
号
で
ご
案
内
の
通

り
、
申
し
込
み
は
8
月
2
0
目
迄
で
す
が
、
3
年
振

り
の
宿
泊
旅
行
で
す
。
暑
い
夏
の
疲
れ
を
癒
し
、

ゆ
っ
た
り
と
温
泉
を
楽
し
み
た
い
と
思
い
ま
す
。

交
流
行
事
で
す
。
大
勢
の
方
の
参
加
を
お
待
ち
し

て
い
ま
す
。

◆
石
井
　
博
子
　
密
0
9
0
(
2
3
3
1
)
7
2
7
6

佐
上
　
倫
子
　
密
0
9
0
(
4
7
2
1
)
3
9
9
9

◎
ク
ラ
ブ
交
流
行
事
「
ボ
ウ
リ
ン
グ
大
会
」

ボ
ウ
リ
ン
グ
同
好
会
(
第
2
1
3
回
)

と
　
き
　
9
月
1
 
9
日
(
火
)

集
合
時
刻
　
1
 
2
時
0
0
分
(
時
刻
厳
守
)

今
回
の
み
通
常
よ
り
3
0
分
早
く
お
集
ま
り
下
さ

ヽ

　

○

ゲ
ー
ム
開
始
　
1
 
3
時
0
0
分

と
こ
ろ
　
湘
南
と
う
さ
ゆ
う
ボ
ウ
ル

藤
沢
市
遠
藤
滝
の
沢
6
9
8
I
1
0

奮
0
4
6
6
　
(
8
6
)
　
3
9
3
1

湘
南
と
う
さ
ゆ
う
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
セ
ン
タ
ー

6
F

湘
南
台
駅
(
市
営
地
下
鉄
・
小
田
急
・
相
鉄
)
下

車
。
駅
西
口
の
神
奈
中
バ
ス
3
番
乗
り
場
(
辻
堂

行
き
、
1
5
分
毎
に
発
車
)
か
ら
約
2
5
分
で
「
滝
の

沢
」
下
車
、
進
行
方
向
徒
歩
1
分
。

会
　
費
　
2
0
0
0
円
十
懇
親
会
費
1
0
0
0
円
。

合
計
3
0
0
0
円
。
別
途
貸
靴
は
3
5
〇
円
で

す。



ていけんニュース　　　　　　令和5年9.10月〔第552号〕

巨亘

メ

ン

ト

恵　茂　百　え　ゆ　　し　　　　り

掌樹全き惹秋孝和城芸/し

晩だ由
鴛亨緒
に　ぁ

導る
び

圏国
る　く

掛

背　ハ

彊ラ

今
年
も
多
く
の
方
に
参
加
頂
き
、
盛
大

に
ボ
ウ
リ
ン
グ
大
会
を
開
催
し
ま
す
。

終
了
後
、
ボ
ウ
リ
ン
グ
場
近
く
の
「
藍
屋
」
で
懇

親
会
と
表
彰
式
　
(
賞
品
を
用
意
し
ま
す
)
　
を
行

い
、
1
 
7
時
半
頃
解
散
の
予
定
で
す
。

参
加
ご
希
望
の
方
は
、
9
月
1
 
0
日
頃
迄
に
世
話
人

に
ご
連
絡
下
さ
い
。

◆
千
葉
　
義
治
　
奮
0
4
5
　
(
9
1
2
)

0
5
4
9

◎
予
告
　
ク
ラ
ブ
交
流
行
事

園
芸
ク
ラ
ブ
(
籍
5
4
8
回
)

「
園
芸
講
座
と
寄
せ
植
え
の
実
習
」

と
　
き
　
1
 
2
片
1
 
0
日
(
日
)
1
0
時
~
1
2
時

会
　
場
　
長
谷
川
フ
ラ
ワ
ー
ガ
ー
デ
ン

講
師
　
長
谷
川
善
孝
氏
　
藤
沢
市
稲
荷
1
丁
目
5

蜜
0
9
0
　
(
1
8
8
8
)
　
8
8
7
3

参
加
費
　
1
5
0
0
円
(
材
料
費
を
含
む
)

持
ち
物
　
園
芸
用
手
袋
(
軍
手
不
可
)

コ
メ
ン
ト
　
今
回
は
藤
沢
市
内
の
長
谷
川
フ
ラ
ワ
ー

ガ
ー
デ
ン
に
て
、
生
産
者
の
長
谷
川
善
孝
氏
か

ら
、
寄
せ
植
え
に
つ
い
て
専
門
的
な
話
を
聞
き
な

が
ら
実
施
し
ま
す
。
神
戸
町
内
会
館
か
ら
会
場
が

変
り
不
慣
れ
な
所
で
す
が
、
是
非
ご
参
加
く
だ
さ

い
。
花
を
選
ぶ
こ
と
か
ら
丁
寧
に
教
え
て
下
さ
い

ます。

申
込
み
　
準
備
の
都
合
上
参
加
者
を
募
り
ま
す
。

H
月
3
0
日
ま
で
に
世
話
人
ま
で
。
そ
の
際
、
交
通

手
段
も
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

交
通
手
段

①
路
線
バ
ス
藤
沢
駅
北
口
発
「
老
人
セ
ン
タ
ー
」
や

す
ら
ぎ
荘
行
き
　
8
番
乗
り
場
(
車
番
　
藤
斐

9
時
3
0
分
発
観
音
坂
下
下
車
(
フ
ラ
ワ
ー
ガ
ー
デ

ン
前
)
本
数
が
無
い
の
で
乗
り
遅
れ
な
い
よ
う
に

し
て
く
だ
さ
い
。

②
小
田
急
線
・
藤
沢
本
町
駅
改
札
口
9
時
2
0
分
集
合
。

世
話
人
が
案
内
し
ま
す
。
徒
歩
約
3
0
分

③
タ
ク
シ
ー
で
藤
沢
駅
北
口
か
ら
「
長
谷
川
ガ
⊥
ア

ン
」
ま
で
。

◆
石
井
　
博
子
　
蜜
0
9
0
(
2
3
3
1
)
7
2
7
6

鈴
木
　
圭
司
　
蜜
0
8
0
(
6
6
0
4
)
1
0
4
5

佐
上
　
倫
子
　
魯
0
9
0
(
4
7
2
1
)
3
9
9
9

《
年
会
費
及
び
寄
付
金
受
取
状
況
》

●
左
記
の
皆
様
か
ら
年
会
費
を
受
領
し
ま
し
た
。

(
6
月
2
日
以
降
7
月
3
 
1
日
ま
で
、
敬
称
略
)

一
般
会
員

村
松
　
威
人
、
佐
藤
　
桂
子
、
宮
脇
　
克
彦
、

長
谷
川
整
司

デ
ジ
タ
ル
会
員

吉
田
企
壬
代
、
押
山
　
武
雄
、
寺
田
　
達
也
、

尾
下
　
俊
行
、
猪
俣
　
隆
子

●
左
記
の
方
か
ら
寄
付
金
を
頂
き
ま
し
た
。
大
切
に

使
わ
せ
て
頂
き
ま
す
。

(
6
月
2
日
以
降
7
月
3
1
日
ま
で
、
敬
称
略
)

長
谷
川
整
司
　
　
　
　
　
　
　
　
　
(
会
計
部
)

◎
使
用
済
切
手
の
寄
託
(
敬
称
略
)

切
　
手
　
4
2
5
枚

会
　
員
　
佐
上
倫
子
、
谷
吉
満
夫
(
元
)
、
小
野
隆
範

今
月
も
ご
協
力
有
難
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

◎
9
"
1
 
0
月
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動

O
「
神
奈
川
苑
」
9
月
1
 
3
日
(
水
)

午
後
2
時
現
地
集
合
　
　
　
　
　
　
書
道
慰
問

O
「
ニ
ュ
ー
バ
ー
ド
獅
子
ヶ
谷
」
1
 
0
月
4
日
(
水
)

1
0
時
0
0
分
現
地
集
合
　
　
囲
碁
・
ぬ
り
絵
慰
問

O
「
神
奈
川
苑
」
1
 
0
月
月
日
(
水
)

午
後
2
時
現
地
集
合

書
道
慰
問

◎
7
"
8
月
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
実
施
報
告

○
介
護
老
人
保
健
施
設
「
神
奈
川
苑
」

・
7
月
1
 
2
日
(
水
)
訪
問
し
書
道
慰
問
を
行
っ
た
。

当
方
　
石
本
、
細
野
及
び
清
水
　
3
名

先
方
参
加
者
　
1
 
5
名

・
8
月
2
日
　
(
水
)

当
方
清
水
が
、
苑
の
夏
祭
り
で
マ
ジ
ッ
ク
を
披
露

・
8
月
9
日
(
水
)
　
書
道
慰
問

報
告
　
清
水
良
治

◎
俳
句
会
(
第
5
1
0
回
、
5
1
1
回
)

と
　
き
　
9
月
8
日
(
金
)
　
1
 
3
時
~
1
 
7
時

1
0
月
1
3
日
(
金
)
1
3
時
~
1
7
時

と
こ
ろ
　
か
な
が
わ
県
民
セ
ン
タ
ー

9
、
的
月
と
も
7
0
2
号
室

投
　
句
　
兼
題
(
9
月
)
　
「
萩
」
　
　
一

兼
題
(
1
 
0
月
)
　
「
流
れ
星
」
一
句

当
季
雑
詠
　
　
　
　
　
　
　
各
四
句

投
句
は
、
小
野
隆
範
さ
ん
へ
お
送
り
下
さ
い
。

◇
令
和
5
年
6
月
例
会
作
品

黒
南
風
や
も
つ
れ
て
解
け
ぬ
手
繰
網

手
を
借
り
て
茶
箱
引
き
出
す
更
衣

梅
雨
が
好
き
こ
ん
な
晴
間
に
会
え
る
か
ら

せ
せ
ら
ぎ
の
音
も
消
え
ゆ
く
木
下
闇

旅
な
か
ば
津
軽
の
余
花
の
う
す
く
し
て

半
夏
生
少
女
に
戻
る
同
期
会

今
年
こ
そ
神
田
祭
に
木
遣
り
歌

万
緑
や
名
も
な
き
草
に
心
寄
せ

う
ら
ぶ
れ
し
古
駅
を
抜
け
よ
初
夏
の
風

軽
や
か
に
散
歩
の
姐
風
涼
し

◇
令
和
5
年
7
月
例
会
作
品

熱
帯
夜
数
え
し
羊
寝
返
り
ぬ
　
ゆ
り
根

長
崎
の
夜
景

は
ら

湘
南
の
水
平
線
へ

大
銀
杏
風
を
孝
み
て
梅
雨
入
か
な

夏
が
来
る
野
生
児
た
ち
が
出
番
待
ち
　
え
み
こ

ふ
ら
ふ
ら
と
迷
う
た
か
蝶
昼
下
が
り
　
恵
津
子

黒
南
風
や
大
師
の
飴
の
値
引
さ
れ
　
百
合
子

◆
小
野
　
隆
範
　
奮
0
9
0
(
2
5
3
4
)
2
9
5
9

◎
将
棋
同
好
会
(
第
3
2
0
回
、
3
2
1
回
)

と
　
き
　
9
月
9
日
(
土
)
　
1
 
2
時
~
1
 
8
時

1
0
月
1
4
日
(
土
)
　
1
2
時
~
1
8
時

と
こ
ろ
　
横
浜
市
浦
舟
地
域
ケ
ア
プ
ラ
ザ
的
階

横
浜
市
南
区
浦
舟
町
3
-
4
6
　
市
大
病
院
隣
り

◆
千
葉
　
義
治
　
蜜
0
4
5
　
(
9
1
2
)
　
0
5
4
9

◎
1
 
0
月
園
芸
ク
ラ
ブ
(
第
5
4
6
回
)

「
舞
岡
公
園
散
策
」

と
　
き
　
1
 
0
月
8
日
(
日
)
雨
天
中
止

天
候
が
は
っ
き
り
し
な
い
場
合
は
朝
8
時
ま
で
に

世
話
人
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

集
　
合
　
午
前
1
 
0
時
0
0
分
　
舞
岡
駅
改
札
前
(
市
営

地
下
鉄
ブ
ル
⊥
フ
ィ
ン
、
快
速
は
止
ま
り
ま
せ
ん
)

参
加
費
　
1
0
0
円
(
ク
ラ
ブ
員
外
2
0
0
円
)

持
ち
物
　
弁
当
、
飲
み
物
、
敷
物
等

コ
メ
ン
ト
　
舞
岡
公
園
は
、
田
ん
ぼ
や
畑
な
ど
田
園

風
景
が
残
さ
れ
、
谷
戸
の
地
形
を
い
か
し
た
自
然

公
園
で
す
。
園
内
は
所
々
休
憩
ス
ポ
ッ
ト
が
あ
り
、

散
策
し
な
が
ら
回
り
ま
す
。
途
中
の
小
谷
戸
の
里

に
あ
る
古
民
家
で
は
、
昔
の
農
家
の
生
活
様
式
な

ど
が
偲
ば
れ
ま
す
。
帰
り
は
、
公
園
出
口
か
ら
バ

ス
で
戸
塚
駅
に
向
か
い
ま
す
。

◆
田
上
　
秀
雄
　
蜜
0
9
0
(
4
7
1
2
)
2
9
9
4

石
本
　
書
美
　
智
0
9
0
(
7
1
7
0
)
8
6
2
1
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3

◎
カ
ラ
オ
ケ
同
好
会
(
第
3
3
7
回
、
3
3
8
回
)

と
　
き
　
9
月
‖
日
(
月
)
1
 
2
時
~
1
 
6
時

1
0
月
9
日
(
月
)
1
 
2
時
~
1
 
6
時

と
こ
ろ
　
神
戸
町
東
部
町
内
会
館
2
階

(
相
鉄
線
天
王
町
駅
下
車
)

会
　
費
　
8
0
0
円

コ
メ
ン
ト
　
カ
ラ
オ
ケ
の
大
好
き
な
方
の
ご
参
加
を

お
待
ち
致
し
て
お
り
ま
す
。

◆
武
藤
　
彦
治
　
密
0
8
0
(
5
0
8
6
)
3
3
9
4

高
橋
　
清
二
　
蜜
0
9
0
(
5
4
4
9
)
5
1
4
1

◎
丁
G
会
(
第
4
2
〇
回
)

と
　
き
　
9
月
1
 
2
日
(
火
)
　
8
時
3
2
分
イ
ン

と
こ
ろ
　
小
田
原
湯
本
C
C
　
3
組
セ
ル
フ

〒

2

5

0

-

0

3

1

1

神
奈
川
県
足
柄
下
郡
箱
根
町
湯
本
3
9
0
I
3
7

彊
0
4
6
0
(
8
5
)
　
5
7
4
3

ク
ラ
ブ
バ
ス
　
箱
根
湯
本
駅
　
7
時
4
5
分

プ
レ
ー
費
　
1
3
、
7
0
0
円
　
(
昼
食
付
、
今
ま
で

の
夏
料
金
割
引
が
無
く
な
り
値
上
が
り
し
ま
し
た
)

申
込
期
限
　
8
月
2
2
日
迄

コ
メ
ン
ト
　
富
士
・
箱
根
・
相
模
湾
の
眺
望
が
美
し

く
、
四
季
を
通
じ
て
プ
レ
ー
が
楽
し
め
る
箱
根
随

一
の
景
勝
コ
ー
ス
で
す
。

◆
荒
木
　
貞
臣
　
智
0
8
0
(
5
0
2
2
)
7
5
6
8

三
上
平
三
郎
　
蜜
0
9
0
(
9
3
8
9
)
4
0
4
5

◎
丁
G
会
(
第
4
2
1
回
)

と
　
き
　
1
 
0
月
1
 
0
日
(
火
)
1
 
0
時
0
0
分
ア
ウ
ト

と
こ
ろ
　
大
秦
野
C
C
　
3
組
セ
ル
フ

〒

2

5

9

I

1

3

0

7

神
奈
川
県
秦
野
市
横
野
5
0
0

奮
0
4
6
3
　
(
7
5
)
　
1
6
1
6

ク
ラ
ブ
バ
ス
　
小
田
急
線
秦
野
駅
北
口
　
9
時

プ
レ
ー
費
　
1
1
、
5
3
0
円

(
7
0
歳
以
上
・
ロ
ッ
カ
ー
付
・
食
事
付
)

コ
メ
ン
ト
　
第
二
東
名
秦
野
調
か
ら
5
分
で
到
着
出

来
て
便
利
に
な
り
ま
し
た
。
当
日
は
ク
ラ
ブ
行
事

が
あ
り
遅
い
ス
タ
ー
ト
時
間
し
か
と
れ
ま
せ
ん
で

し
た
。
ク
ラ
ブ
バ
ス
は
最
終
秦
野
駅
発
9
時
で
す

の
で
ご
注
意
下
さ
い
。
絶
好
の
ゴ
ル
フ
シ
ー
ズ
ン

で
す
。
多
数
の
方
の
参
加
を
期
待
し
て
い
ま
す
。

◆
申
込
期
限
　
9
月
0
0
日
(
土
)
迄

◆
笹
嶋
　
延
定
　
密
0
8
0
(
8
0
2
9
)
5
7
1
8

永
井
　
正
敏
　
谷
0
4
5
　
(
3
0
2
)
　
9
4
1
6

◎
囲
碁
同
好
会
(
第
3
9
1
回
、
3
9
2
回
)

と
　
き
　
9
月
1
 
4
日
(
木
)
1
 
2
時
~
1
 
7
時

1
0
月
1
2
日
(
木
)
1
2
時
~
1
7
時

と
こ
ろ
　
西
地
区
セ
ン
タ
ー

横
浜
市
西
区
岡
野
1
丁
目
6
の
4
 
1

密
0
4
5
　
(
3
1
4
)
　
7
7
3
4

コ
メ
ン
ト
　
新
入
会
員
歓
迎
い
た
し
ま
す
。

体
験
入
会
出
来
ま
す
(
気
軽
に
ど
う
ぞ
)

楽
し
い
囲
碁
対
局
の
後
は
反
省
会
か
ね
て
懇
親
会

を
し
て
い
ま
す
。
7
月
1
3
日
は
皆
さ
ん
と
恒
例
の

納
涼
祭
を
し
ま
し
た
。

◆
早
川
　
英
雄
　
蜜
0
4
5
　
(
7
2
1
)
　
2
5
1
2

◎
お
お
と
り
会
(
第
5
7
3
回
、
5
7
4
回
)

と
　
き
　
9
月
1
 
7
日
(
日
)

1
0
月
2
2
日
(
第
4
日
曜
日
)

的
月
の
例
会
は
雀
荘
「
シ
ル
バ
ー
」
さ
ん
の
都
合

に
よ
り
、
通
常
の
第
3
日
曜
日
で
は
な
く
、
1
週

間
遅
れ
の
第
4
日
曜
日
に
変
更
し
ま
し
た
。
お
間

違
え
の
な
い
よ
う
に
お
願
い
し
ま
す
。

集
合
時
間
は
い
つ
も
通
り
1
0
時
よ
り
n
時
1
0
分
迄

で
す
。
な
お
、
欠
席
の
場
合
は
、
世
話
人
へ
必
ず

連
絡
願
い
ま
す
。

と
こ
ろ
　
麻
雀
サ
ロ
ン
　
「
シ
ル
バ
ー
」

蜜
0
4
5
(
3
1
4
)
　
0
7
0
4

会
　
費
　
2
5
0
0
円

◇
例
会
成
績
(
6
月
…
上
段
、
7
月
…
下
段
)

出
席
者
・
6
月
(
3
 
2
名
)
、
7
月
(
3
2
名
)

◆
優
　
勝
　
藤
本
宗
久
・
片
石
恵
二

◆
準
優
勝
　
横
山
美
子
・
藤
本
宗
久

◆
3
　
位
　
山
懸
富
士
雄
・
大
津
邦
子

◆
B
B
賞
　
渡
邁
美
智
子
・
関
口
孝
二

◆
鳳
凰
賞
　
武
田
多
美
子
・
打
木
和
弥

◆
コ
ン
ド
ル
賞
　
高
山
清
彦
÷
同
橋
厚
子

◆
田
代
　
啓
子
　
密
0
4
5
　
(
2
6
2
)
　
1
5
8
3

山
藤
富
士
雄
　
蜜
0
9
0
(
5
.
8
1
2
)
5
5
1
6

◎
ボ
ウ
リ
ン
グ
同
好
会
(
第
2
1
4
回
)

と
　
き
　
1
 
0
月
1
 
7
日
(
火
)
1
3
時
(
時
刻
厳
守
)

ゲ
ー
ム
開
始
　
1
 
3
時
0
0
分

と
こ
ろ
　
湘
南
と
う
き
ゆ
う
ボ
ウ
ル

藤
沢
市
遠
藤
滝
の
沢
6
9
8
-
的

密
0
4
6
6
　
(
8
6
)
　
3
9
3
1

会
　
費
　
2
0
0
0
円
(
貸
靴
は
3
5
0
円
で
す
)

◆
千
葉
　
義
治
　
奮
0
4
5
　
(
9
1
2
)
　
0
5
4
9

◎
ハ
イ
キ
ン
グ
ク
ラ
ブ
(
第
3
0
3
回
)

「
真
鶴
半
島
一
周
」

と
　
き
　
9
月
2
6
日
(
火
)
雨
天
中
止

天
候
が
は
っ
き
り
し
な
い
場
合
は
朝
7
時
ま
で
に

世
話
人
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

集
　
合
　
午
前
1
 
0
時
　
J
R
東
海
道
線
真
鶴
駅

コ
ー
ス
　
東
海
道
線
真
鶴
駅
-
占
i
川
一
政
美
術
館
-

番
場
浦
遊
歩
道
↓
潮
騒
遊
歩
道
↓
ケ
ー
プ
真
鶴

(
昼
食
)
↓
琴
ケ
浜
↓
貴
船
神
社
-
真
鶴
魚
市
場
↓

東
海
道
線
真
鶴
駅

歩
　
程
　
約
1
万
5
千
歩

難
易
度
　
中
の
下
　
申
し
込
み
　
不
要

参
加
費
　
2
0
0
円
(
ク
ラ
ブ
員
外
は
3
0
0
円
)

持
ち
物
　
弁
当
、
飲
み
物
、
ス
ト
ッ
ク
等

コ
メ
ン
ト
　
真
鶴
半
島
は
相
模
湾
に
突
き
出
た
半
島

で
、
黒
松
や
楠
の
巨
木
が
生
い
茂
る
林
と
美
し
い

海
に
囲
ま
れ
、
楽
し
く
悠
々
と
一
周
し
ま
す
。

◆
渡
部
　
晃
二
　
審
0
8
0
(
5
0
1
3
)
0
4
6
3

枝
野
余
志
雄
　
蜜
0
9
0
(
2
3
3
8
)
3
7
4
6

◎
ハ
イ
キ
ン
グ
ク
ラ
ブ
　
(
第
3
0
4
回
)

「
続
よ
こ
や
ま
の
道
」

と
　
き
　
1
 
0
月
2
4
日
(
火
)
雨
天
中
止

天
候
が
は
っ
き
り
し
な
い
場
合
は
朝
8
時
ま
で
に

世
話
人
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

集
　
合
　
午
前
1
 
0
時
　
京
王
相
模
原
線
堀
之
内
駅
改
札

注
‥
小
田
急
多
摩
線
永
山
駅
か
ら
京
王
線
に
乗
換

コ
ー
ス
　
堀
之
内
駅
↓
せ
せ
ら
ぎ
緑
道
上
長
池
公

園
↓
柄
木
田
配
水
所
↓
大
妻
女
子
大
↓
小
山
田

緑
地
分
岐
↓
奈
良
山
公
園
(
昼
食
)
-
多
摩
中
央

公
園
↓
多
摩
セ
ン
タ
ー
駅

歩
　
程
　
約
1
万
2
千
歩

難
易
度
　
弱

参
加
費
　
2
0
0
円
(
ク
ラ
ブ
員
外
は
3
0
0
円
)

持
ち
物
　
弁
当
、
飲
み
物
、
ス
ト
ッ
ク
等

コ
メ
ン
ト
　
「
よ
こ
や
ま
の
道
」
　
は
2
年
前
に
永
山

か
ら
多
摩
セ
ン
タ
ー
迄
を
実
施
し
ま
し
た
。
今
回

は
堀
之
内
か
ら
多
摩
セ
ン
タ
ー
迄
を
実
施
し
ま

す。
◆
荒
木
　
貞
臣
　
密
0
8
0
(
5
0
2
2
)
7
5
6
8

◎
グ
ル
メ
ク
ラ
ブ
(
第
7
回
)
　
「
イ
タ
リ
ア
料
理
」

と
　
き
　
9
月
2
8
日
(
木
)
‖
時
0
0
分
~

と
こ
ろ
　
横
浜
市
神
奈
川
区
鶴
屋
町
3
I
2
9
-
1
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広清

水
報良

部治

4

木
口
ビ
ル
1
F

「
ト
ラ
ッ
ト
リ
ア
　
リ
ト
ル
キ
ャ
ッ
ト
」

寄
0
4
5
(
3
1
4
)
　
2
2
0
4

集
　
合
　
J
R
横
浜
駅
き
た
西
口
　
n
時
2
0
分

参
加
費
　
実
費

コ
メ
ン
ト
　
当
初
ス
カ
イ
ビ
ル
の
メ
キ
シ
コ
料
理
を

計
画
し
ま
し
た
が
、
お
店
が
閉
店
し
ま
し
た
の
で

鶴
屋
町
の
イ
タ
リ
ア
料
理
店
に
変
更
し
ま
し
た
。

【
選
べ
る
パ
ス
タ
ラ
ン
チ
コ
ー
ス
】
前
菜
・
デ

ザ
ー
ト
・
自
家
製
パ
ン
な
ど
2
8
0
0
円
を
食
し

ます。

申
　
込
　
8
月
末
ま
で

◆
高
橋
　
厚
子
　
雷
0
9
0
(
7
2
1
8
)
7
8
1
0

荒
木
　
貞
臣
　
魯
0
8
0
(
5
0
2
2
)
7
5
6
8

早
川
　
英
雄
　
奮
0
9
0
(
4
0
1
1
)
1
1
5
5

◎
グ
ル
メ
ク
ラ
ブ
(
第
8
回
)
　
「
フ
ラ
ン
ス
料
理
」

と
　
き
　
1
0
月
2
6
日
(
木
)
1
 
1
時
~
1
3
時

と
こ
ろ
　
横
浜
市
西
区
南
幸
1
の
6
の
3
 
1

高
島
屋
横
浜
店
8
F
「
キ
ハ
チ
高
島
屋
横
浜
店
」

奮
0
4
5
　
(
3
1
5
)
.
〇
2
8
3

集
　
合
　
高
島
屋
正
面
玄
関
前
　
1
 
0
時
5
0
分

参
加
費
　
実
費

コ
メ
ン
ト
　
ラ
ン
チ
メ
ニ
ュ
ー
　
デ
ラ
イ
ト
コ
ー
ス

前
菜
盛
り
合
わ
せ
、
パ
ス
タ
又
は
主
菜
を
選
べ
る

コ
ー
ス
。
白
身
魚
、
黒
毛
和
牛
、
ス
モ
ー
ク
チ
キ

ン
等
1
点
。
デ
ザ
ー
ト
は
キ
ハ
チ
風
パ
ブ
ロ
ワ
。

尚
コ
ー
ス
に
は
パ
ン
、
コ
ー
ヒ
ー
又
は
紅
茶
付
き
。

3
8
5
〇
円
　
(
税
込
)
。
時
期
に
よ
り
メ
ニ
ュ
ー

一
部
変
更
有
り
。

申
　
込
　
9
月
末
ま
で

◆
早
川
　
英
雄
　
蜜
0
9
0
(
4
0
1
1
)
1
1
5
5

荒
木
　
貞
臣
　
蜜
0
8
0
(
5
0
2
2
)
7
5
6
8

高
橋
　
厚
子
　
奮
0
9
0
(
7
2
1
8
)
7
8
1
0

◎
6
月
グ
ル
メ
ク
ラ
ブ
実
施
報
告
(
第
4
回
)

令
和
5
年
6
月
2
2
日
(
木
)
　
参
加
者
H
名

桜
木
町
ワ
シ
ン
ト
ン
ホ
テ
ル
ベ
イ
サ
イ
ド
店
の
ラ

ン
チ
メ
ニ
ュ
ー
コ
ー
ス
。
オ
ー
ド
ブ
ル
、
ス
ー
プ
、

ヴ
イ
シ
ソ
ワ
ー
ズ
、
メ
イ
ン
デ
ィ
ッ
シ
ュ
、
ス
ズ

キ
、
相
模
豚
の
ロ
ー
ス
ト
、
パ
ン
、
デ
ザ
ー
ト
等
高

級
料
理
に
満
足
し
ま
し
た
。
体
験
入
会
の
猪
俣
さ
ん
、

畑
さ
ん
お
二
人
を
永
井
さ
ん
が
紹
介
さ
れ
、
話
も
弾

み
ま
し
た
。
終
了
後
は
神
奈
川
歴
史
博
物
館
を
見
学

し
ま
し
た
。
評
判
良
く
施
設
見
学
会
の
候
補
に
な
り

ま
し
た
。
　
　
　
　
　
　
〔
1
2
3
6
〕
早
川
英
雄

◎
7
月
グ
ル
メ
ク
ラ
ブ
実
施
報
告
(
第
5
回
)

令
和
5
年
7
月
2
7
日
(
木
)
　
参
加
者
1
 
4
名

和
食
「
え
ん
」
店
ラ
ン
チ
メ
ニ
ュ
ー
贅
沢
御
膳
を

頂
き
ま
し
た
。
前
菜
5
種
、
お
造
り
2
点
、
海
草
と

海
老
の
か
き
揚
げ
、
鯛
の
塩
麹
焼
き
、
合
鴨
ロ
ー

ス
、
自
飯
、
赤
だ
し
、
お
漬
物
、
甘
味
、
コ
ー
ヒ
ー

付
き
。
美
味
し
く
量
も
多
く
皆
さ
ん
満
足
し
ま
し

た
。
今
後
の
展
開
と
し
て
、
皆
さ
ん
の
要
望
提
案
を

次
回
聞
き
ま
す
。
猛
暑
の
た
め
散
策
中
止
。
次
回
は

北
海
道
郷
土
料
理
で
す
!
〔
1
2
3
6
〕
早
川
英
雄

◎
ハ
イ
キ
ン
グ
ク
ラ
ブ
実
施
報
告
(
第
3
0
2
回
)

「
高
幡
不
動
の
紫
陽
花
と
サ
ン
ト
リ
ー
ビ
ー
ル
」

6
月
2
7
日
(
火
)
　
参
加
者
1
2
名

梅
雨
の
曇
り
で
雨
も
降
ら
な
い
よ
い
ハ
イ
キ
ン
グ

日
和
で
し
た
。
京
王
線
高
幡
不
動
駅
に
集
合
し
、
参

道
を
通
り
、
高
幡
不
動
尊
境
内
に
入
り
不
動
三
尊
を

参
拝
し
た
。
そ
の
後
、
境
内
の
紫
陽
花
を
愛
で
た
後
、

約
一
時
間
の
山
内
八
十
八
ヶ
所
巡
り
も
終
え
る
。
五

重
塔
の
陰
で
昼
食
を
摂
っ
た
後
は
、
京
王
線
で
分
倍

河
原
駅
ま
で
移
動
し
、
シ
ャ
ト
ル
バ
ス
で
サ
ン
ト

リ
ー
武
蔵
野
工
場
に
着
く
。
サ
ン
ト
リ
ー
工
場
で
は

麦
芽
、
ホ
ッ
プ
、
天
然
水
を
仕
込
み
、
発
酵
、
貯
酒
、

ろ
過
、
パ
ッ
ケ
ー
ジ
ン
グ
の
行
程
を
見
学
し
、
三
種

類
の
ザ
・
プ
レ
ミ
ア
ム
・
モ
ル
ツ
を
美
味
し
く
試
飲

し
、
帰
路
に
つ
い
た
。
　
〔
1
0
8
5
〕
荒
木
貞
臣

◆
一
念
発
起

あ
ま
り
活
動
的
で
は
な
い
夫
の
横
に
座
っ
て
い
る

こ
と
の
多
か
っ
た
私
に
は
、
徒
歩
圏
内
の
習
い
事
と

近
く
の
ス
ー
パ
ー
が
定
番
の
活
動
範
囲
で
ご
ざ
い
ま

し
た
。
そ
れ
が
、
2
0
数
年
来
の
友
の
誘
い
を
受
け
、

て
い
け
ん
の
俳
句
会
に
入
会
と
い
う
こ
と
に
な
り
、

本
格
的
な
横
浜
そ
し
て
俳
句
の
会
デ
ビ
ュ
ー
と
い
う

次
第
に
相
成
っ
た
わ
け
で
ご
ざ
い
ま
す
。

俳
句
に
つ
い
て
は
、
ち
と
興
味
が
あ
り
自
己
流
で

数
句
作
っ
て
み
た
り
し
て
お
り
ま
し
た
が
、
い
ざ
始

動
と
な
り
ま
す
と
、
道
に
迷
っ
て
皆
さ
ま
を
お
待
た

せ
す
る
は
、
自
分
が
提
案
し
た
兼
題
に
自
分
自
身
が

作
れ
ず
、
と
ん
で
も
な
い
句
を
提
出
す
る
は
…
で
小

さ
な
ざ
わ
ざ
わ
を
起
こ
し
て
し
ま
っ
た
り
す
る
私
め

で
ご
ざ
い
ま
す
が
、
先
輩
方
は
暖
か
く
見
守
っ
て
い

て
く
だ
さ
り
ま
す
。

ふ
と
句
を
思
い
付
い
て
寝
床
か
ら
ご
そ
ご
そ
と
起

き
上
が
り
書
き
留
め
た
時
は
、
句
作
り
人
の
端
く
れ

に
な
れ
た
の
か
な
~
と
、
妙
に
納
得
す
る
私
で
は
ご

ざ
い
ま
す
。
句
作
り
の
進
歩
は
遅
々
と
し
て
お
り
ま

す
が
、
「
楽
し
く
や
れ
ば
よ
い
の
よ
」
と
い
う
助
言

に
胸
を
撫
で
下
ろ
し
、
も
う
少
し
続
け
て
い
け
る
か

な
、
と
緩
~
く
考
え
て
お
り
ま
す
。

こ
の
頃
の
楽
し
み
は
、
お
近
づ
き
に
な
ら
せ
て
頂

い
た
先
輩
方
の
名
句
を
暗
諦
す
る
こ
と
で
ご
ざ
い
ま

す
。
私
に
も
い
つ
か
こ
ん
な
句
が
作
れ
る
日
が
く
れ

ば
よ
い
な
~
と
淡
い
期
待
を
抱
き
つ
つ
、
そ
う
今
日

も
一
句
を
認
め
て
い
る
私
で
ご
ざ
い
ま
す
。

N
H
K
の
大
河
ド
ラ
マ
に
ど
は
ま
り
し
て
い
る
私

で
ご
ざ
い
ま
す
が
、
以
後
、
お
見
知
り
お
き
の
ほ
ど

を
…
 
。
　
　
〔
1
2
5
〇
・
俳
句
会
〕
大
野
恵
美
子

《
編
集
後
記
》

長
か
っ
た
コ
ロ
ナ
禍
も
、
ど
う
や
ら
5
月
8
日
を

境
に
自
己
判
断
で
行
動
す
る
こ
と
で
一
段
落
し
た
よ

う
で
す
。
町
の
中
で
は
、
大
勢
の
人
が
行
き
交
っ
て

お
り
、
観
光
地
の
賑
わ
い
も
か
つ
て
の
装
い
を
彷
彿

さ
せ
る
。
収
束
し
た
わ
け
で
は
な
い
の
で
、
電
車
の

中
で
は
ま
だ
ま
だ
、
マ
ス
ク
を
し
て
い
る
人
が
多
数

い
る
。
高
齢
者
に
は
6
回
目
の
ワ
ク
チ
ン
接
種
の
案

内
が
届
い
て
い
る
。

第
9
波
が
起
き
る
か
も
し
れ
な
い
と
予
想
す
る
専

門
家
も
い
る
よ
う
で
す
。
3
年
間
耐
え
て
き
た
の
だ

か
ら
こ
れ
か
ら
も
、
各
々
の
責
任
に
お
い
て
行
動
す

る
こ
と
の
よ
う
で
す
。

〃
も
う
、
大
丈
夫
で
す
よ
〃
と
は
、
何
時
の
こ
と
で

し
ょ
う
か
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
(
ひ
ろ
)

●
本
紙
へ
の
投
稿
・
ご
意
見
は
広
報
部
長
へ

小
野
　
隆
範
　
0
4
5
(
4
8
8
)
1
5
0
1

●
会
員
の
異
動
の
ご
連
絡
は
事
務
局
長
へ

荒
木
　
貞
臣
　
0
8
0
(
わ
0
2
2
)
7
5
6
8

●
て
い
け
ん
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
U
R
「
は

h
t
t
p
‥
ミ
t
⑪
i
k
①
つ
の
.
w
①
b
.
f
O
N
.
8
ヨ
¥
い
つ
d
①
X
.
h
t
ヨ
○

シ
ニ
ア
ク
ラ
ブ
て
い
け
ん

(
発
　
行
)
　
会
　
長

(
編
　
集
)

●
会
費
の
送
金
先

郵
便
振
替
・
口
座
番
号

0
0
2
4
0
I
6
　
-
　
6
4
1
3
4

加
入
者
名
　
シ
ニ
ア
ク
ラ
ブ
て
い
け
ん


